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　広報わっさむ　平成21年５月号　梢2

先人たちの軌跡
　明治32年に開拓の鍬がおろされて以来、先人たちのたゆま

ぬ努力により、今日の和寒町が築き上げられてきました。

　平成21年には『わっさむ110年』を迎えることとなります。

【平成元年～平成20年編】

特集

NO.4

　

広
報
わ
っ
さ
む
で
は
、
平
成　

年
に
わ

21

っ
さ
む
１
１
０
年
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今

日
ま
で
の
和
寒
町
の
歩
み
を
「
先
人
た
ち

の
軌
跡
」
と
し
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
元
年
か
ら
平
成　

年
ま

20

で
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
元
年
〜
平
成

年
（
安
定
期

平
成
元
年
〜
平
成　

年
（
安
定
期
））

2020

◆
平
成
元
年

　

東
和
の
町
有
林
で
ミ
ズ
ナ
ラ
巨
木
発
見
。

ま
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
自
然
の
恵

み
野
わ
っ
さ
む
町
」
に
決
定
。
バ
ー
ク
粉

砕
施
設
完
成
。

◆
平
成
２
年

　

第
１
回
極
寒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
。

Ｂ
＆
Ｇ
和
寒
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
完

成
。
第
１
回
ふ
れ
あ
い
祭
り
開
催
。
町
木

「
ニ
レ
」
町
花
「
カ
タ
ク
リ
」
に
制
定
。

総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン
。
開
基　

周
年
開

90

村　

周
年
記
念
式
典
挙
行
。

75
◆
平
成
３
年

　

研
修
館
「
楡
」
オ
ー
プ
ン
。
南
丘
森
林

公
園
整
備
着
工
。
天
塩
町
と
の
友
好
町
締

結
。
第
３
次
和
寒
町
総
合
計
画
策
定
。

◆
平
成
４
年

　

日
本
一
の
手
作
り
カ
ヌ
ー
完
成
。
全
日

本
モ
ト
ク
ロ
ス
選
手
権
大
会
開
催
。

◆
平
成
５
年

　

片
栗
庵
オ
ー
プ
ン
。
町
民
逸
話
集
「
凍

裂
の
ひ
び
き
」
発
刊
。
旭
川
鷹
栖
〜
和
寒

Ｉ
Ｃ
間
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
杭
打
ち
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
健
楽
苑
完
成
。

東
山
ス
キ
ー
場
ペ
ア
リ
フ
ト
完
成
。

◆
平
成
６
年

　

図
書
館
完
成
。
南
丘
森
林
公
園
オ
ー
プ

ン
。

◆
平
成
７
年

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
完
成
。
議
会
だ

よ
り
「
ワ
ッ
ト
サ
ム
」
発
刊
。
農
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
農
想
塾
完
成
。

◆
平
成
８
年

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
。
福
原
小
学

校
閉
校
。
全
日
本
玉
入
れ
選
手
権
大
会
開

催
。

◆
平
成
９
年

　

農
村
体
験
研
修
施
設
「
ふ
れ
愛
の
里
」

完
成
。
わ
っ
さ
む
ワ
イ
ン
「
乙
女
の
ハ
ダ

ち
ゃ
ん
」
発
売
開
始
。

◆
平
成　

年
10

　

南
瓜
作
付
面
積
日
本
一
と
な
り
第
１
回

パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
。

「
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
優
良

地
方
公
共
団
体
」
と
し
て
自
治
大
臣
表
彰

を
受
賞
。 

東和の町有林で発見されたミズナラ巨木

総合体育館・研修館「楡」

農村体験研修施設「ふれ愛の里」
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◆
平
成　

年
11

　

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権
大
会
開
催
。

わ
っ
さ
む
１
０
０
年
記
念
事
業
開
催
。
塩

狩
峠
記
念
館
オ
ー
プ
ン
。
南
丘
森
林
公
園

完
成
。

◆
平
成　

年
12

　

全
日
本
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
選
手
権
大
会
開

催
。
東
山
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
完
成
。
旭
川

鷹
栖
〜
和
寒
Ｉ
Ｃ
間
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
開
通
。
一
般
廃
棄
物
最
終
埋
立
処
分
場

完
成
。
公
民
館「
恵
み
野
ホ
ー
ル
」完
成
。

◆
平
成　

年
13

　

第
４
次
和
寒
町
総
合
計
画
策
定
。
三
笠

山
自
然
公
園
こ
ど
も
の
国
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
南
宗
谷
線
地
区
広
域
米
穀
類

乾
燥
貯
蔵
施
設
（
米
工
房
「
天
塩
の
大

地
」）完
成
。 

◆
平
成　

年
14

　

交
流
施
設
「
ひ
だ
ま
り
」
完
成
。
三
笠

山
自
然
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

ン
。
３
町
広
域
生
ご
み
処
理
場
完
成
。

◆
平
成　

年
15

　

大
成
小
学
校
閉
校
。
西
和
小
学
校
閉

校
。
士
別
市
・
和
寒
町
・
剣
淵
町
・
朝
日

町
任
意
合
併
協
議
会
発
足
。
町
議
会
議
員

定
数
２
減
の　

名
に
。
第
１
回
ど
ん
と
こ

14

い
！
わ
っ
さ
む
夏
ま
つ
り
開
催
。
和
寒
〜

士
別
剣
淵
Ｉ
Ｃ
間
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

開
通
。

◆
平
成　

年
16

　

剣
淵
町
・
和
寒
町
合
併
協
議
会
設
置
。

三
和
小
学
校
閉
校
。
町
営
球
場
オ
ー
プ
ン
。

 

◆
平
成　

年
17

　

剣
淵
町
・
和
寒
町
合
併
協
議
会
の
廃

止
。
中
和
小
学
校
閉
校
。
北
原
小
学
校
閉

校
。
塩
狩
温
泉
休
館
。
第
３
次
行
政
改
革

大
綱
策
定
。

◆
平
成　

年
18

　

新
バ
ス
待
合
所
開
設
。
高
齢
者
共
同
福

祉
住
宅
「
か
た
く
り
荘
」
オ
ー
プ
ン
。
北

原
交
流
展
示
館
（
旧
北
原
小
学
校
）
オ
ー

プ
ン
。
学
校
給
食
開
始
。

◆
平
成　

年
19

　

公
共
施
設
利
用
料
金
・
使
用
料
手
数
料

大
幅
改
正
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始
。

移
住
体
験
事
業
ス
タ
ー
ト
。
和
寒
中
学
校

体
育
館
改
築
。 

◆
平
成　

年
20

　
　

行
政
区
か
ら　

自
治
会
へ
移
行
。
体

33

12

育
施
設
・
三
笠
山
自
然
公
園
・
東
山
ス
キ

ー
場
・
芳
生
苑
・
健
楽
苑
を
管
理
運
営
を

指
定
管
理
者
へ
。
和
寒
小
学
校
校
舎
改

築
。
旧
三
和
小
跡
地
通
信
制
単
位
制
高
校

設
置
認
可
。

南宗谷線地区広域米穀類乾燥貯蔵施設

旭川鷹栖～和寒ＩＣ間高速道開通

和寒小学校校舎改築

高齢者共同福祉住宅「かたくり荘」

※
広
報
わ
っ
さ
む
で
は
1
1
0
年
を
記

念
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
和
寒
町
の
歩
み

を
『
先
人
た
ち
の
軌
跡
』
と
し
て
１
月

号
か
ら
５
月
号
に
か
け
て
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
月
号
を
も
っ
て
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
質
素
で
は
あ
り
ま
す
が
１
１

０
年
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
以
降
の
広
報
誌

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平
成　

年
度
を
初
年
度
と
し
て
ス
タ
ー

18

ト
し
た
和
寒
町
の
行
政
改
革
は
、
特
別
職

の
報
酬
の
引
下
げ
や
職
員
の
不
補
充
な

ど
、
平
成　

年
度
は
下
水
道
料
金
等
の
公

19

共
料
金
改
正
と
施
設
使
用
料
及
び
手
数
料

の
見
直
し
や
有
料
化
な
ど
、
昨
年
は
自
治

会
組
織
へ
の
移
行
に
伴
い
行
政
区
長
報
酬

や
公
民
館
分
館
交
付
金
、
納
税
報
奨
金
等

を
廃
止
し
、
ま
た
町
有
施
設
の
管
理
運
営

を
指
定
管
理
者
へ
の
移
行
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
４
年
目
を
迎
え
た
平
成　

年
度
は

21

主
に
役
場
電
話
交
換
業
務
の
廃
止
や
南
丘

公
園
管
理
見
直
し
な
ど
の
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
行
政
改
革
を
確
実
に
実
行
す

る
た
め
常
に
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
、
行
政
改
革
の
「
効
果
額
」

と
「
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

和寒町における

行政改革の効果額は

和寒町における和寒町における　　　　　

行政改革の効果額　　　行政改革の効果額はは

行政改革の効果行政改革の効果額額

　一般会計と特別会計を合わせた行政
改革の効果額は、18年度が8,761万円、
19年度が１億4,925万円、20年度が１億
9,978万円、21年度（見込み）で２億
1,180万円で、４か年の合計で効果額は
６億4,844万円となる見込みです。下
表の行政効果額は、平成17年度予算を
基準に事務事業を見直し・廃止したこ
とにより効果額が生じたものです。

（単位：万円）

主　な　内　容
（ゴシック表示は21年度からの内容です）

行政効果額
項　　目区

分 計21年度20年度19年度18年度
議員・非常勤職員報酬３％削減､特別職給与５％削減、収入役廃止、職
員数の減、議員定数の減(14人⇒10人）、区長報酬廃止　他28,2298,8249,5696,9662,870人 件 費

歳　
　
　
　
　

出

費用弁償の見直し(議員町内旅費の廃止､非常勤職員1,500円⇒800円に改
定）､旅費日当の見直し､公共施設の警備業務の委託の見直し(警備通報
システムの導入）、分館廃止、公園･スキー場・体育施設等指定管理、
電話交換業務廃止、南丘公園管理見直し　他

6,8292,7421,8351,262990物 件 費

団体運営補助の見直し(５％削減等）､祝金の見直し(出生､長寿､結婚）､
納税報奨金の見直し､定住促進事業の廃止､衛生害虫駆除補助の見直し､
チャイルドシート購入補助の廃止、納税報奨金廃止、行政事務交付金廃
止、分館交付金廃止　他

3,6446233701,4271,224補 助 費

介護手当の増額△24△6△6△6△6扶助費・　
維持補修費

農業高度活性化事業の見直し3,9816608791,2761,166普通建設費

42,65912,84312,64710,9256,244歳 出 計

コミュニティーセンター､交流施設ひだまり使用料見直し､バス料金の一
律化541616220総務使用料

歳　
　
　
　
　

入

生きがいセンター使用料見直し155550民生使用料

葬斎場､保健福祉センターの使用料見直し612020210衛生使用料

農業活性化センター､加工センター､土取場使用料の見直し21668394465農業使用料

土木機械､塩狩峠記念館の有料化等23759595960土木使用料

公民館等の有料化38210△4240136教育使用料

戸籍他各種証明の手数料改正による増6321211011総務手数料

健康診査手数料の一部有料化3771351211210衛生手数料

職員住宅料の改正による増5341751711880財産貸付収入

1,939509448710272歳 入 計

44,59813,35213,09511,6356,516一般会計
歳入歳出合計①

一 般 会一　般　会　計計
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（単位：万円）

主　な　内　容
行 政 効 果 額

項　　目区
分 計21年度20年度19年度18年度

納税報奨金の廃止　他6142602487036国民健康保険

歳　
　
　
　
　

出

非常勤職員の減､報酬･費用弁償の見直し他5511171710簡易水道事業

旅費の見直し他153444公共下水道事業

00000老 人 保 健

退職補充を臨時職員とすることでの人件費の減他14,3975,1924,4742,5762,155介 護 保 険
院外処方の実施による職員人件費･薬剤費･診療材料費等
の減他44,59514,58415,53014,44140町立病院事業

59,67620,05020,27317,1082,245特別会計合計

使用料の改正による増1998969410下水道事業
歳　
　
　

入

竣功検査手数料の改正による減△123△41△41△410簡易水道事業

院外処方の実施による収益の減△39,506△12,270△13,418△13,8180町立病院事業

△39,430△12,222△13,390△13,8180歳 入 計

20,2467,8286,8833,2902,245
特別会計

歳入歳出合計②

64,84421,18019,97814,9258,761
一般･特別会計
総計①＋②

特 別 会特　別　会　計計

計21年度実施予定20年度まで実施
事務事業数実施予定年度

実施率実施率実施率

91.2％1240.0％091.2％12413618年度

77.6％384.1％273.5％364919年度

84.6％117.7％176.9％101320年度

75.9％4413.8％862.1％365821年度以降

84.8％2174.3％1180.5％206256計

117現状維持

373合　　計

※実施予定年度の事務事業数は、平成17年９月に「行政サービスの実施の方向性」を策定し、行政サービスの全般に
わたる見直しを実施予定年度毎に分け、その進捗状況を表しています。

行政改革に関するご意見やアイデアを募集しています行政改革に関するご意見やアイデアを募集しています！！
　町民のみなさまの視点から、行政改革に関する改善方策を行政運営に反映させるために様々なご意見
やアイデアを募集しています。意見等の提出については郵送の他、まちづくり投書箱やＥメール等で受
け付けておりますので、氏名（匿名可）、性別、年齢（年代）をご記載のうえ、下記までお願いいたし
ます。

　送付先：総務課まちづくり推進係　まちづくり投書箱：役場１Ｆ公衆電話横
　E-mail：matidukuri@town.wassamu.hokkaido.jp

行政改革の進捗状行政改革の進捗状況況

　行政サービスの全般にわたり、事務事業を廃止、縮小、統合、現状維持、拡充・推進、住民負担、見直し
の方向の７つに分類し見直しを進めています。
　事務事業総数373事業のうち、現状維持とする117事業を除いた256事業について、20年度までに見直しを終
えた事務事業は206事業で80.5％の実施率となっています。また、21年度の実施予定を加えると実施率は、
84.8％の見込みです。
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戸
籍
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
亡
す
る
ま
で

の
身
分
関
係
を
登
録
し
た
重
要
な
公
簿
で

す
。
明
治
５
年
の
戸
籍
法
施
行
以
来
、
戸
籍

は
手
書
き
ま
た
は
タ
イ
プ
で
記
録
・
管
理
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
６
年
の
戸

籍
法
改
正
で
戸
籍
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
町
で
も
戸
籍
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
和
寒
町
で
は
、
平
成　

年
21

　

月
中
旬
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
戸
籍

11証
明
の
発
行
が
始
ま
り
ま
す
。
戸
籍
も
新
た

に
書
き
換
え
、
今
ま
で
手
作
業
だ
っ
た
戸
籍

証
明
発
行
や
皆
さ
ま
か
ら
の
申
請
に
伴
う
事

務
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
戸
籍
事
務
の
信
頼
性
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
内
容
が
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

対
象
は
町
内
に
本
籍
が
あ
る
方

　

戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
の
は
本

籍
が
和
寒
町
に
あ
る
方
で
す
。
住
民
登
録
が

和
寒
町
に
あ
っ
て
も
本
籍
地
が
他
の
市
町
村

に
あ
る
方
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

縦
書
き
か
ら
横
書
き
に

　

現
在
の
戸
籍
は
文
章
形
式
に
よ
る
「
縦
書

き
」
で
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
新

し
い
戸
籍
は
項
目
形
式
の
「
横
書
き
」
に
な

り
ま
す
。

　

記
載
内
容
が
項
目
化
さ
れ
、
数
字
は
算
用

数
字
に
な
り
ま
す
。
従
来
の
謄
抄
本
と
比
べ

て
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
証
明
に
な
り

ま
す
。

証
明
書
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
の
証
明
は
全
員
の
も
の

を
「
戸
籍
謄
本
」
、
個
人
の
も
の
を
「
戸
籍

抄
本
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
が
、
変
更
後
は

『
全
部
事
項
証
明
』
（
戸
籍
謄
本
）
、
『
個

人
事
項
証
明
』
（
戸
籍
抄
本
）
に
名
称
が
変

わ
り
ま
す
。

今
の
戸
籍
は
「
改
製
原
戸
籍
」
に

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
和
紙
の
戸
籍
は

『
平
成
改
製
原
戸
籍
』
と
し
て
保
存
し
ま

す
。

　

す
で
に
死
亡
な
ど
で
名
欄
が
×
印
（
除
か

れ
た
記
載
）
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
後
の
新
し
い
戸
籍
に
は
登
録
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
方
に
つ
い
て
の
証
明
が
必
要

な
場
合
は
、
平
成
改
製
原
戸
籍
（
手
数
料
７

５
０
円
）
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
文
字
が
変
わ
り
ま
す

　

戸
籍
の
氏
名
の
文
字
は
、
常
用
漢
字
や
人

名
漢
字
、
そ
の
他
の
漢
字
辞
典
に
載
っ
て
い

る
文
字
で
記
載
さ
れ
ま
す
。
辞
書
に
な
い
文

字
は
、
辞
書
に
あ
る
文
字
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

戸籍の新旧対象表

本年11月中旬から
（コンピュータ導入後）

現在の戸籍変更項目

全部事項証明
（450円）

戸籍謄本
（450円）

名　　称
個人事項証明
（450円）

戸籍抄本
（450円）

Ａ４版縦長

Ｂ４版横長

（戸籍謄本）
様　　式

Ｂ４版横長

（戸籍抄本）

項目別に横書き文章形式で縦書き書　　式

地紋紙

（改ざん防止用紙）
白紙用　　紙

電子印（黒色）朱肉印公　　印

電
算
処
理
で
記
録
保
管
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
※

　

こ
れ
ま
で
手
書
き
で
記
録
・
保
管
さ
れ
て
き
た
町
の
戸
籍
が
電
子
記
録
化

さ
れ
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
、
本
年　

月
、
戸
籍

11

証
明
の
発
行
も
見
や
す
い
横
書
き
新
書
式
で
ス
タ
ー
ト
。
事
務
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
と
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

本本
年年

月月
、、
戸戸
籍籍
電電
算算
化化
スス
タタ
ーー
トト

1111

本
年

月
、
戸
籍
電
算
化
ス
タ
ー

本
年
　
月
、
戸
籍
電
算
化
ス
タ
ー
トト

1111

※
ペ
ー
パ
ー
レ
ス　

紙
な
ど
を
使
わ
ず
に
情
報

や
資
料
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ

っ
て
処
理
・
保
存
す
る
こ
と
。
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【
戸
籍
の
種
類
】

◆
除
籍
‥
婚
姻
や
死
亡
、
養
子
縁
組
な
ど
に

よ
り
、
そ
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
全
員
が
除

か
れ
た
戸
籍
の
こ
と
を
「
除
籍
」
と
い
い
ま

す
。 

◆
改
製
原
戸
籍
‥
昭
和　

年
の
戸
籍
法
改
正

32

に
よ
っ
て
改
製
さ
れ
た
戸
籍
以
前
の
戸
籍
を

「
改
製
原
戸
籍
」
と
い
い
ま
す
。

 

◆
平
成
改
製
原
戸
籍
‥
平
成
６
年
の
戸
籍
法

改
正
に
基
づ
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
す
る
た

め
に
改
製
さ
れ
る
戸
籍
以
前
の
戸
籍
の
こ
と

で
す
（
現
在
の
「
戸
籍
」
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
の
開
始
以
降
に
「
平
成
改
製
原
戸

籍
」
と
な
り
ま
す
）
。 

◆
戸
籍
の
附
票
‥
本
籍
が
あ
る
各
人
の
住
所

異
動
の
履
歴
を
記
載
し
た
書
類
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
課
戸
籍
年

金
係
（
直
通　

―
２
４
２
２
）
ま
で
、
ご
連

32

絡
く
だ
さ
い
。

電
算
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
証
明
書
出
力
イ
メ
ー
ジ　

現
状
の
縦
書
き
戸
籍

電
算
後
の
横
書
き
戸
籍
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間
接
的
効
果
の
取
り
組
み 

【
緑
化
に
よ
る
吸
収
】

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
・
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
と
同
様
に
森
林
に
よ
る
吸
収
を

促
進
す
る
取
り
組
み
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

本
計
画
で
は
植
樹
事
業
に
つ
い
て
も
間
接
的

な
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

☆
計
画
的
な
植
樹
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
を
促
進
し
ま
す
。

☆
公
共
施
設
敷
地
内
・
公
園
・
街
路
に
お
い

て
樹
木
の
植
栽
・
育
成
を
推
進
し
、
庁
舎

等
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
の
緑
化
を
図

り
ま
す
。

☆
公
共
施
設
の
剪
定
枝
・
落
葉
等
は
廃
棄
物

と
し
て
の
排
出
を
可
能
な
限
り
せ
ず
、
公

共
施
設
等
で
の
緑
化
資
材
と
し
て
効
果
的

な
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

☆
電
気
、
暖
房
の
消
費
削
減
に
向
け
、
ノ
ー

残
業
デ
ー
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

☆
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

☆
申
請
書
等
の
帳
票
に
ム
ダ
が
な
い
か
見
直

し
、
改
善
を
図
り
ま
す
。

☆
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
定
時
退
庁
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

☆
フ
ァ
イ
ル
等
の
新
規
購
入
は
控
え
、
古
い

書
類
は
厚
紙
の
表
紙
に
変
更
す
る
な
ど
し

て
、
再
利
用
を
図
り
ま
す
。

☆
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
送
付
状
等
は
省
略
を
心
が
け
ま

す
。

☆
職
員
で
共
同
利
用
で
き
る
機
器
等
の
長
期

間
使
用
を
心
が
け
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
等
の
取
り
組
み 

☆
「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
再

資
源
化
を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、

再
生
資
材
の
利
用
、
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
促
進
し
ま
す
。

☆
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
少
な
い
燃
料

等
の
導
入
に
努
め
ま
す
。

☆
建
築
物
の
断
熱
性
の
向
上
に
努
め
、
冷
暖

房
の
熱
負
荷
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

☆
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
照
明
機
器
の
導
入
に

努
め
ま
す
。

☆
太
陽
光
発
電
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
設
備
の
導
入
に
努
め
ま
す
。

☆
節
水
に
有
効
な
器
具
の
設
置
や
、
雨
水
利

用
設
備
の
導
入
に
努
め
ま
す
。

☆
周
辺
や
敷
地
内
の
計
画
的
な
緑
化
推
進
を

図
り
ま
す
。

☆
解
体
・
廃
棄
等
に
つ
い
て
は
、
建
設
副
産

物
の
発
生
を
抑
制
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
適

正
処
理
を
推
進
し
ま
す
。

☆
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
等
の
建
設
廃
材
は
、
再

利
用
・
再
資
源
化
を
図
る
と
と
も
に
再
生

砕
石
、
再
生
合
材
等
へ
の
利
用
を
推
進
し

ま
す
。

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
取
り
組
み 

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
８
割
以
上
を
海
外
に
依
存
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
脆
弱
な
供
給
構
造
を

考
え
れ
ば
、
特
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
過
度

に
依
存
す
る
こ
と
の
な
い
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

に
際
し
て
配
慮
す
べ
き
要
素
と
し
て
は
、
次

の
２
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

☆
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

☆
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

　

こ
の
２
つ
の
要
素
を
考
慮
し
、
各
種
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
供
給
安
定
性
、
経
済
性
、
環
境

負
荷
、
導
入
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

　

町
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、　

年
度
か
ら
本
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

21

と
な
り
う
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
全
て
を
調

査
し
、「
和
寒
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

化
石
燃
料
に
替
わ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
可
能
性
や
地
材
地
消
に
よ
る
、
地
球
環
境

に
配
慮
し
た
対
策
を
構
築
し
、
豊
か
な
自
然

環
境
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
施

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
連
載
し
て
き
た
「
わ
っ
さ
む
の
環
境
対

策
」
は
５
月
号
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
住
民
課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

NO.NO.44

わわ
っっ
ささ
むむ
のの
環環
境境
対対
策策

わ
っ
さ
む
の
環
境
対

わ
っ
さ
む
の
環
境
対
策策

和
寒
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　

和
寒
町
で
は
、
行
政
と
し
て
の
模
範
的
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
一
事
業
所
（
役
場
）
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
３
月
号

に
引
き
続
き
ご
紹
介
し
ま
す
。
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◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
の
出
会
い

昭
和

年
に
字
東
丘
の
農
家
に

17

生
ま
れ
、
和
寒
小
学
校
・
中
学
校

を
卒
業
後
、
道
立
永
山
農
業
高
等

学
校
農
業
科
を
昭
和

年
に
卒

36

業
。
同
年
、
農
林
水
産
省
所
管
の

北
海
道
食
糧
事
務
所
に
（
旧
風
連

町
）
勤
め
、
以
降
昭
和

年
か
ら

60

は
食
糧
庁
加
工
食
品
課
（
東
京

都
）
、
横
浜
食
糧
事
務
所
か
ら
宮

崎
や
岡
山
の
食
糧
事
務
所
を
転
勤

し
な
が
ら

年
間
公
務
員
と
し
て

39

日
本
中
を
駆
け
巡
っ
た
。
退
職
後

は
、
東
京
の
厚
生
年
金
基
金
の
常

務
理
事
と
し
て
４
年
間
在
職
し
、

多
方
面
に
お
い
て
活
躍
を
し
て
き

た
。
そ
ん
な
時
、
新
聞
記
事
で
見

つ
け
た
の
が
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
で
あ

る
。
西
村
さ
ん
は
、
健
康
に
も
良

く
、
室
内
競
技
で
あ
る
こ
と
か
ら

天
候
や
季
節
に
も
左
右
さ
れ
ず
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
北
海
道
向
き
の

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
感
じ
た
と
い
う
。

こ
の
頃
か
ら
、
ふ
る
さ
と
和
寒

町
に
帰
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
西

村
さ
ん
は
、
早
速
協
会
本
部
（
東

京
）
に
入
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
経
験
し
、

平
成

年
７
月
に
ふ
る
さ
と
和
寒

16

町
へ
帰
町
。
帰
町
後
は
、
家
族
３

人
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
楽
し
さ

を
広
め
よ
う
と
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
そ
し
て
、
平
成

年
５
月
に

18

は
２
段
を
取
得
、
同
時
に
公
認
指

導
員
と
し
て
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
と
な
る
。
こ
れ
を
機
に
会
員
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
は
子
ど
も

た
ち
が
遊
び
に
く
る
よ
う
に
な

り
、
次
第
に
会
員
数
も
増
え
、
現

在
で
は

名
の
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ

18

吹
矢
を
楽
し
ん
で
い
る
。

最
近
で
は
、
多
く
の
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
は
、
直
径
約

の
的
の
中
心
部
に
、
吹
矢
を

25
cm

ど
れ
だ
け
正
確
に
射
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
競
技
。
段
・

級
位
に
よ
り
そ
の
難
易
度
も
異
な

り
、
的
ま
で
の
距
離
は
５
ｍ
か
ら

ｍ
で
、
１
セ
ッ
ト
５
本
を
３
分

10以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
上
位
に
な
る
ほ
ど
、
回
数
も

増
え
、
そ
の
正
確
さ
が
重
要
に
な

る
。
西
村
さ
ん
は
そ
の
魅
力
に
つ

い
て
「
集
中
力
を
い
か
に
維
持

し
、
無
心
に
な
れ
る
か
が
大
事
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
た
だ
の
的
当
て

ゲ
ー
ム
で
は
な
く
、
精
神
・
身
体

が
一
体
と
な
っ
た
心
技
一
体
の
競

技
。
一
連
の
基
本
動
作
の
中
で
の

呼
吸
、
身
体
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
む

ま
で
の
難
し
さ
は
あ
る
が
、
的
に

当
っ
た
と
き
の
楽
し
さ
は
誰
で
も

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
。
和
寒
支
部
で
は
、
見
学
や
無

料
体
験
も
行
っ
て
い
る
の
で
是
非

体
験
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て

い
る
。

◆
将
来
の
夢

西
村
さ
ん
は
「
会
員
数
が
増

え
、
北
海
道
大
会
が
開
催
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
全
国

大
会
に
も
選
手
が
出
場
で
き
る
よ

う
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
普
及
と
発

展
を
目
指
し
た
い
」
と
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

西村 雄一さん[社団法人日本スポーツ吹矢北海道会長]66歳

和寒町字東町 ℡0165-32-4224

出身：和寒町字東丘生まれ

経歴：1955年 和寒小学校卒業 1958年 和寒中学校卒業

1961年 道立永山農業高等学校農業科 同 年 北海道食糧事務所

以降 食糧庁加工食品課（東京）～横浜食糧事務所など

趣味：詩吟、写真、パークゴルフ

社
団
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会

北
海
道
会
長

西

村

雄

一
（
に
し
む
ら
ゆ
う
い
ち
）さ
ん

～
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
普
及
と
発
展
を
め
ざ
し
て
～

第9回

～
今
を
生
き
る

人
こ
そ
が
宝
～「スポーツ吹矢式呼吸法」

胸式＋腹式呼吸により、

健康効果・精神力・集中力

を高めます。
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　人権擁護委員法の施行日である６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、全国一斉に特設相談所を開設し
ます。
　全国の人権擁護委員がその使命を再認識するとともに、全国各地でこの日を中心として地域の実情に応じ
た啓発行事等を実施し、人権擁護委員制度の周知の徹底と人権擁護思想の一層の普及高揚を図ることを目的
としています。
　近年、我が国の人権に関する現状を見ますと、不当な差別、信条、性別、障害などの差別、その他の人権
侵害が今なお存在し、また、我が国社会の国際化、高齢化、少子化、情報化等の社会の変化に伴い、人権に
関する新たな課題も生じてきています。
　家庭、職場、地域社会など様々な場面で、普段から人権とは何かということを一人ひとりが考え、人権尊
重の意識を高めることが強く求められております。
　現在、和寒町には町長から推薦され法務大臣が委嘱した次の人権擁護委員が各種相談に応じております。

　詳しくは、保健福祉センター内保健福祉課福祉係（電話32-2000）にお問い合わせください。

　　　　　人権擁護特設相談所が開設されます　　　　　

　和寒町消防団本部付分団長真鍋紘一さん（西町）が消防庁長官か
ら｢永年勤続功労章｣を受章し、４月21日士別地方消防事務組合管
理者から表彰状が伝達されました。
　真鍋さんは昭和48年に入団以来、35年にわたり消防のため尽力
されています。
　昭和62年４月からは消防団幹部として活躍され、消防に対する
功績が認められ今回の表彰となりました。

＝和寒町消防団人事異動＝（敬称略）
３月31日付退団　団　員　　鴇　田　優　行

　　　　　　真鍋紘一分団長に消防庁長官表彰　　　　　　

真鍋紘一さん（西町）

施行業者完成期限金　　額施　　行　　内　　容工　　事　　名場所

㈱ 近 藤 組30／10291,270,000
延べ床面積963.57㎡
建築主体・電気設備・機械設備一式
既存屋体解体

和寒小学校屋内体育館改築工事北　町

㈱ 橘 組28／828,444,500
45ＤＫ－２　１棟４戸
内部改修（断熱・浴室新設他）
設備改修（水洗化他）

あかしや団地公住大規模改善工
事（45年東棟）三　笠

㈱ 浜 田 組28／829,463,000
Ⅱ－５　１棟４戸
内部改修（断熱・浴室新設他）
設備改修（水洗化他）

あかしや団地公住大規模改善工
事（45年西棟）三　笠

㈱ 近 藤 組28／810,185,000
工事延長Ｌ＝545ｍ
施工幅員Ｗ＝5.5ｍ
（５号～６号間）

北原８線道路路面改修工事北　原

㈱ 浜 田 組28／818,270,000工事延長Ｌ＝203ｍ　Ｗ＝1.8ｍ
（21線道路～６号道路）６号川護岸改修工事中　和

㈱ 近 藤 組28／815,645,000
外構工事一式
（敷地内通路整備Ｌ＝107ｍ・アプローチ工一式
・盛土工一式・階段工一式）

和寒小学校外構工事北　町

㈲大石工務所12／62,394,000配水管遮75
Ｌ＝213.5ｍ

配水管布設工事
　　　　　（南６丁目通り）三　笠

　　　　　　　　　　工事着工の状況　　　　　　　　　　

吉　田　恵美子さん　

　和寒町字西町313番地　電話　32-2863

荒　瀬　龍　男さん

　和寒町字西町196番地　電話　32-4505

　　[相談は無料で、秘密は固く守られます]

◎人権擁護特設相談日程

　　１．相談実施日：６月１日（月）

　　２．相談時間　：午前10時から午後３時まで

　　　　　　　　　　（４時間）

　　３．相談場所　：保健福祉センター１階「相談室」



　
梢　広報わっさむ　平成21年５月号　11

健
康
メ
モ

　
　
～
　
年
に
一
度
は
が
ん
検
診
！
　
～

図書館のホームページは　http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/　アクセスしてみてね!!

新

着

本

の

ご

案

内〔
児
　
童
　
書
〕

▼
大
き
な
木
の
よ
う
な
人（
い

せ
ひ
で
こ
）▼
ぐ
ら
た
ん
お
ば

あ
さ
ん
と
ま
ほ
う
の
ア
ヒ
ル

（
安
房
な
お
こ
）▼
ジ
ェ
リ
ー
の

ア
ー
ナ
ア
ー
な（
矢
野
ア
ケ
ミ
）

▼
サ
カ
サ
か
ぞ
く
の
だ
ん
な
が

な
ん
だ（
宮
西
達
也
）▼
ホ
テ
ル

・
フ
ォ
ー
・
ド
ッ
グ
ズ（
ロ
イ
ス
・

ダ
ン
カ
ン
）▼
ロ
ン
グ
・
ド
ッ
グ

・
バ
イ（
霞
流
一
）▼
ル
ル
と
ラ

ラ
の
天
使
の
ケ
ー
キ（
あ
ん
び

る
や
す
こ
）

〔
一
　
　般
　　
書
〕

▼
く
ま
ち
ゃ
ん（
角
田
光
代
）▼

電
気
馬（
津
島
佑
子
）▼
れ
ん
げ

そ
う（
群
よ
う
こ
）▼
空
白
の
桶

狭
間（
加
藤
廣
）▼
ゆ
う
と
り
あ

（
熊
谷
達
也
）▼
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

・
フ
ィ
ー
ル
ズ（
小
池
真
理
子
）

▼
ス
テ
ッ
プ（
重
松
清
）▼
わ
く

ら
ば
追
慕
抄（
朱
川
　
湊
人
）▼

咲
く
や
、こ
の
花（
長
野
ま
ゆ

み
）▼
こ
い
し
り（
畠
中
恵
）▼

新
・
野
性
の
証
明（
森
村
誠
一
）

▼
も
も
こ
の
　
世
紀
日
記（
さ

21

く
ら
も
も
こ
）▼
富
子
す
き
す

き（
宇
江
佐
真
理
）▼
砂
冥
宮

（
内
田
康
夫
）▼
望
郷
の
道
　
上

・
下（
北
方
謙
三
）▼
素
敵
に
あ

ら
ず（
澤
田
ふ
じ
子
）▼
胡
蝶
の

失
く
し
物（
仁
木
英
之
）▼
女
も

不
況
？（
酒
井
順
子
）▼
あ
ん
こ

椿
は
熱
血
ポ
ン
ち
ゃ
ん（
山
田

詠
美
）▼
佐
保
姫
伝
説（
阿
刀
田

高
）▼
三
匹
の
お
っ
さ
ん（
有
川

浩
）▼
甘
苦
上
海
１
　
　
夏
か

ら
秋
へ（
高
樹
の
ぶ
子
）▼
剣
客

春
秋（
彦
四
郎
奮
戦
）▼
く
じ
ら

組（
山
本
一
力
）▼
マ
ー
キ
ン
グ

ブ
ル
ー
ス（
室
井
滋
）▼
あ
れ
か

ら（
矢
口
敦
子
）▼
悲
運
の
皇
子

と
若
き
天
才
の
死（
西
村
京
太

郎
）

―話　題　の　本―
『聖 女 の 救 済』
（東野圭吾/著）

　｢これは完全犯罪だ｣男が自宅で毒
殺されたとき、離婚を切り出されてい
た妻には鉄壁のアリバイがあった。草
薙刑事は美貌の妻に魅かれ、毒物混入
方法は不明のまま。湯川が推理した真
相は・・・虚数解。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催

【
日
本
は
世
界
一
の
が
ん
大
国
】

　

平
成　

年
の
日
本
人
の
死
亡
者

19

数
は
約
１
１
０
万
人
、
こ
の
う
ち

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
約　

万
34

人
で
す
の
で
、
日
本
人
の
約
３
人

に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
２
人
に

１
人
は
、
一
生
の
間
に
が
ん
に
な

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
和
寒

町
も
例
外
で
は
な
く
、
平
成　

年
19

は
４
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

【
が
ん
細
胞
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
？
】

　

私
た
ち
の
体
は
細
胞
で
出
来
て

お
り
、
毎
日
細
胞
分
裂
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
細
胞
分
裂
で
は
遺

伝
子
を
正
確
に
コ
ピ
ー
し
、
同
じ

細
胞
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
時
と
し
て
コ
ピ
ー
ミ
ス

を
し
た
結
果
、
正
常
な
細
胞
に
代

わ
っ
て
不
完
全
な
細
胞
が
出
来
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
が
ん

細
胞
な
の
で
す
。

　

コ
ピ
ー
ミ
ス
を
起
こ
す
き
っ
か

け
は
、
喫
煙
、
肥
満
、
塩
味
や
脂

身
の
多
い
食
事
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

や
遺
伝
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
が
出
来
上
が
る
ま
で

に
は
、
時
間
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を

受
診
し
、
早
期
発
見
に
努
め
る
こ

と
は
大
切
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

【
が
ん
検
診
の
効
果
】

　

日
本
で
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

が
増
え
て
い
る
の
に
対
し
、
欧
米

で
は
が
ん
の
死
亡
率
が
減
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
違
い
の
鍵
は
が
ん
検

診
の
受
診
率
に
あ
り
ま
す
。
日
本

人
の
が
ん
検
診
受
診
率
は　

〜　
10

20

％
（
検
診
に
よ
っ
て
異
な
る
）
で

あ
る
の
に
対
し
欧
米
で
は　

〜　
60

80

％
の
方
が
検
診
を
受
け
て
い
ま

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
し
た

が
ん
は　

％
が
治
る
と
言
わ
れ
て

90

い
る
た
め
、
検
診
の
受
診
率
の
差

が
死
亡
率
の
差
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
い
え
る
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
和
寒
町
の
が
ん

19

検
診
受
診
率
は
、
平
均
す
る
と
約

　

％
で
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま

23す
。
特
に
男
性
の
受
診
率
が
低
い

と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、　

〜
20

　

代
の
若
い
女
性
の
受
診
率
も
低

30い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

【
が
ん
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
】

　

が
ん
検
診
で
「
要
精
密
検
査
」

と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
精
密
検
査

は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
症
状

が
出
て
か
ら
見
つ
か
る
が
ん
の
ほ

と
ん
ど
は
進
行
が
ん
で
、
医
療
技

術
が
進
歩
し
た
現
在
で
も
、
進
行

が
ん
を
治
す
こ
と
は
非
常
に
困
難

な
の
で
す
。
が
ん
の
発
見
は
症
状

の
な
い
う
ち
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
１
年
に
１
度
は
が
ん
検
診
を

受
け
て
が
ん
を
予
防
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

【
和
寒
町
で
の
が
ん
検
診
】

対
象 :

　

胃
・
大
腸　
　

歳
以
上
の
男
女

35

　

子
宮　
　
　
　

歳
以
上
の
女
性

20

　

乳
房　
　
　
　

歳
以
上
の
女
性

30

　

骨
検
診　
　
　

〜　

歳
の
女
性

40

70

○
が
ん
検
診
ツ
ア
ー

（
胃
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
・
骨
）

場
所 :

旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

（
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
）

　

５
月　

日
、
６
月　

日

13

11

　

７
月
８
日
、
７
月　

日
27

　

８
月　

日
、　

月　

日

18

11

16

　
　

月
９
日
、

12

　

平
成　

年
１
月　

日

22

21

※
右
記
の
日
程
以
外
に
も
旭
川
が
ん

検
診
セ
ン
タ
ー
で
が
ん
検
診
を
受
診

す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
（
要
予
約
）。

○
夏
の
が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
）

場
所:

和
寒
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

８
月
９
日
、
８
月　

日
（　

日

10

10

の
み
喉
頭
が
ん
検
診
も
同
時
実
施
）

○
冬
の
が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
）

場
所:

和
寒
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年
２
月　

日

22

15

○
個
別
が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
・
骨
）

場
所 :

町
立
和
寒
病
院

要
予
約
で
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
お
申
し
込
み
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
℡　

―
２
０
０
０
）
ま
で

32

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
師　

鈴
木
悠
希
江
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生活リズムの確立と朝食

～朝食の効果～
〔ポイント〕朝食は身体が活動するための準備を整えます。

①朝食による体温の上昇効果

　朝食を食べると、口腔・食道・胃・小腸・大腸などの消化器官が筋肉運動を始めます。筋肉運動によっ
て発生した熱を利用して寝ている間に低下した体温を上昇させ、身体は１日の活動の準備を整えます。

②エネルギー源や栄養素の補給

　私たちの身体は寝ている間もエネルギーを使っています。そのため、朝にはエネルギーや、エネルギー
をつくるために必要な栄養素が少なくなっています。さらに、寝ている間の新陳代謝にも栄養素が利用さ
れています。朝食により、就寝中に使われたエネルギーや栄養素と午前中に使うためのエネルギーや栄養
素を補充することができます。朝食で様々な栄養素を補給し、午前中しっかり活動できる状態を作りまし
ょう。

③便秘の予防

　朝食を食べることにより、排便のリズムが作られます。胃の中に食べ物が入ってくると、その信号を受
けて大腸が運動を起こし、便を送り出します。朝食を欠食することにより、生活リズムが乱れ、それが便
秘の原因となることもあります。

（文部科学省　子どもの生活リズム向上ハンドブック　抜粋）－和寒町青少年育成町民会議－

こ れ か ら の 家 庭 教 育

安心して学生生活を送るために

【学生納付特例制度】
　学生納付特例制度の申請が簡素化されました。これまでは、毎年の申請が必要でしたが、平成20年度に
学生納付特例制度の承認を受けた方で、引き続き平成21年度も同じ学校に在校される方につきましては、
送られる学生納付特例申請書（ハガキ）に必要事項をご記入の上、返送することにより、平成21年度（平
成21年４月１日～平成22年３月31日）についても学生納付特例申請を行うことができます。
　上記、学生納付特例申請書（ハガキ）が送られていない方は、窓口での申請が必要となりますので、手
続きを行って下さい。（学校に在学中で20歳に到達し、学生納付特例を希望される方など）
　学生には、学生本人の前年の所得が118万円（給与収入で約194万円）以下の場合、保険料の納付が卒
業まで猶予されます。
〈しかし、以下の点に注意が必要です。〉　
①この期間は、老齢基礎年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）に算入されますが、年金額に
は反映されません。　

　②10年以内に追納すると、通常に納付したのと同じことになります。
　③障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。
　④毎年度申請が必要です。（一部不要）

保険料を納めるのが経済的にキビしい30歳未満のかたへ

【若年者納付猶予制度】
　30歳未満の第１号被保険者のかたには、本人と配偶者の前年の所得が一定以下の場合、申請をし、承認
されると保険料の納付が猶予される制度があります。
〈しかし、以下の点に注意が必要です。〉
①この期間は、老齢基礎年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）に算入されますが、年金額に
は反映されません。　

　②10年以内に追納すると、通常に納付したのと同じことになります。
　③障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。
　④申請が必要です。

保険料納付を忘れずに・・・納めて安心国民年金

年 金 あ れ こ れ
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～地域の話題をお届けします～

　

３
月　

日
（
木
）
、
公
民
館
恵
み

19

野
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
１
０
４
回
和

寒
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は　

名
で
真
新

24

し
い
学
生
服
に
身
を
包
み
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
卒
業
式
に
出
席
し
、
こ

れ
ま
で
の
学
校
生
活
を
在
校
生
ら
と

振
り
返
り
な
が
ら
の
卒
業
式
と
な
り

ま
し
た
。

三
笠
山
大
学
卒
業
式

　

3
月　

日
（
月
）
に
平
成　

年
度

23

20

三
笠
山
大
学
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
科
・
大
学
院
・
専
攻
科
の
課

程
を
修
了
さ
れ
、
晴
れ
て
卒
業
さ
れ

た　

名
の
卒
業
生
は
、
楽
し
か
っ
た

16
大
学
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
卒
業

証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

新
学
期
は
、
5
月　

日
（
火
）
の

12

入
学
式
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

 

和
寒
町
議
会
報
告
会

　

４
月　

日
（
月
）
、
産
業
会
館
に

13

お
い
て
和
寒
町
議
会
報
告
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
議
会
で
は
、
来
年
度

春
の
制
定
を
目
指
す
「
議
会
基
本
条

例
」
の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の

内
容
や
、
各
常
任
委
員
会
の
活
動
報

告
を
行
い
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約　
20

名
の
町
民
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
に
関
す
る
こ
と
や
議
会
報
告
会
の

在
り
方
に
関
し
て
意
見
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
有
意
義
な
報
告
会
と
な
り
ま

し
た
。

和
寒
中
学
校
卒
業
式

　

3
月　

日
（
金
）
、
和
寒
中
学
校

13

に
お
い
て
第　

回
卒
業
証
書
授
与
式

62

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

名
の
卒
業
生

30

は
、
式
の
中
で
涙
す
る
場
面
も
見
ら

れ
、
中
学
校
生
活
３
年
間
の
学
生
生

活
を
振
り
返
り
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
も
、
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し

た
。

和
寒
小
学
校
卒
業
式
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和寒中学校入学式 和寒小学校入学式

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

3/13

3/23

4/13

　

４
月
６
日
（
月
）
、
中
学

校
に
お
い
て
和
寒
中
学
校
の

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、　

名
の
生
徒

25

が
入
学
し
、
新
入
生
を
代
表

し
て
、
稲
安
輝
叡
さ
ん
が
新

入
生
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
会
長
の
酒
向

光
弘
さ
ん
が
「
勉
強
や
部
活

動
な
ど
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
（
月
）
、
公
民

館
恵
み
野
ホ
ー
ル
に
お
い
て

和
寒
小
学
校
の
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
入
学
し
た　

名
の

27

新
１
年
生
は
、
担
任
の
先
生

か
ら
紹
介
さ
れ
る
と
大
き
な

声
で
元
気
良
く
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
室
に
戻
り
、

初
め
て
の
授
業
を
経
験
し
、

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
い
入

学
式
と
な
り
ま
し
た
。
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古紙配合率50％再生紙を使用しています
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▼
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▼
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▼
和
寒
町
交
通
安
全
協
会
・
交
通

安
全
推
進
委
員
会
か
ら
新
１
年
生

に
黄
色
い
カ
ッ
パ
を

▼
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▼
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企
業
体
、
日
進
設
備
工
業
株
式

会
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か
ら
落
成
記
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に
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日
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出
）か
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亡
母
の
葬
儀
に
際
し
、５
万
円
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▼
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玉
井
さ
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三
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）か
ら
亡
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に
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し
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を

▼
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光
子
さ
ん（
西
町
）か
ら
亡
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儀
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▼
宮
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）か
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岩
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さ
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三
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亡
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儀
に
際
し
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を
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友
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す
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（
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田
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芳
生
苑
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榎
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苑
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宮
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（
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岩
渕
　
　
豊
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歳
）
三
　
笠
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ハローベイビー

■人　口　４，０４０人（△26人）

　・男　　１，８７４人（△11人）

　・女　　２，１６６人（△15人）

■世帯数　１，７６７戸（△５戸）

（　）は前月対比

　　出生　２人　　死亡　５人

　　転入　28人　　転出　51人

４月１日現在

人
の
動
き

インターネットでも情報満載！
和寒町ホームページアドレス
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/
和寒町携帯電話サイト
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/08_mobile/mobile_top.htm
E-MAIL info@town.wassamu.hokkaido.jp

内 倉 自由内　倉　自由羽羽ちちゃゃ
んん

≪H20.２.13生まれ≫

南　丘　内倉新五さ
ん・恵子

さ
んの長女

　はじめまして、しゆうです。
　お散歩、ダンス、遊ぶことが大好き。い
つも楽しくしてたいの♪猫のソルちゃんと
も仲良しで一緒にお散歩してます。好きな
食べ物は蕎麦、ゴマ、豆腐、沢庵とおばあ
ちゃんみたいでしょ（笑）。
　こんな私ですが、皆さんよろしくね。

し ゆ うし　ゆ　う　

小 西 悠小　西　悠　雅雅くく
んん

≪H20.４.２生まれ≫

西　町　小西貴弘さ
ん・摩弓さ

んの長男

　ぼくは、お散歩とくだものが大好きなゆ
うがです。ぼくにはお姉ちゃんがいて、毎
日たくさん遊んでくれるの。でもいたずら
しちゃうから時々おこられちゃう。パパと
はとっても仲良しで一緒に遊ぶと楽しくて
ゴキゲンだよ。今は毎日ママとお散歩と外
遊びしてるんだ。早く歩くの上手になって
たくさん遊びたいな！

ゆうゆう　　　がが　


